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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

公共図書館や学校図書館の関係者を中心に，読書活動に関わる県民が一堂に会し，連携を深め，

図書館が発揮すべき力について共に考えることを目的に，平成28年度の鹿児島県図書館大会を，以

下の要領で開催します。

時代が求める図書館の在り方１ テ ー マ
平成28年11月９日（水） 午前10時～午後４時２ 日 時

※ この日は，図書館は休館になります。
かごしま県民交流センター 県民ホール他３ 場 所

４ 主な内容
(1) 表 彰
(2) 基調提案
(3) 分科会

学習・情報センター部会，読書センター部会，図書館利用促進部会，親子読書部会，ボラ
ンティア活動部会

(4) 講 演
演 題 「図書館利用指導から情報リテラシーの育成へ」
講 師 青山学院女子短期大学 現代教養学科

教授 堀川 照代 氏

鹿児島出身の偉人や鹿児島で活躍した人物について調べるときは，『郷土人系 上中下』（南日本

新聞社／編 春苑堂書店 1969年）を開いてみてください。こちらには，文学界・スポーツ界・医学

界などジャンル別に，鹿児島ゆかりの人物が紹介されています。下巻の巻末には五十音順の索引もあ

り，名前しか手がかりがない人物などを調べるときにも使える資料です。内容は，明治以降の近代の

人物を中心として編集されています。

中世末～近世初期の鹿児島藩士を調べるときの資料には『鹿児島士人名抄録』（上野堯史／著 高

城書房 2005年）があります。こちらは，「本藩人物伝」「称名墓誌」「称名墓誌備考」「人物伝備

考附録」という資料を基に作られているため，４つの情報を１冊で調べることができます。

また，名字や家系しか手がかりがない場合は，『さつまの姓氏』（川崎大十／著 高城書房 2000

年）や「角川日本姓氏歴史人物大辞典」の４６巻『鹿児島県姓氏家系大辞典』も参考になります。

《一般書》１０月２８日（金） 《児童書》１０月２３日（日）

○『なでなでしてね』 たんじあきこ／作 ほるぷ出版

○『ブーツをはいたキティのおはなし』 ビアトリクス・ポター

／作 静山社

○『ごみを拾う犬もも子』 中野英明／作 ハート出版

○『約束』 小林深雪，長崎夏海，市川朔久子，春間美幸，村

上しいこ／著 講談社

○『14歳からの宇宙論』 佐藤勝彦／著 河出書房新社

○『みかづき』 森絵都／著 集英社

○『はつみみ植物園』 西畠清順／文 東京書籍

○『くらべる東西』 おかべたかし／文 東京書籍

○『こわくてゆかいな漢字』 張莉／著 二玄社

○『男めし入門』 加藤和子／著 講談社

事前に申込みが必要です。

学校関係者は学校へ，一般

の方は市町村立図書館又は県

立図書館に申込みをしてくだ

さい。

【昨年度の図書館大会の様子】



日 月 火 水 木 金 土

10

月

１７ １８ １９★ ２０ ２１ ２２

２４ ２５ ２６★ ２７ ２８ ２９

３１

11

月

１   ２★ ３ ４ ５

７ ８   ９ １０ １１ １２

１４ １５ １６ １７ １８ １９

○ 一般閲覧室ミニ展示 10月１日（土）～11月８日(火)

「おいしいもの，見つけた！」

食べることは生きること。「おいし

く食べる」をテーマに，食にまつわる

本を紹介します。

○ 児童文化室ミニ展示 10月23日(日)～11月８日(火)

「『手づくり』にチャレンジ！」

料理，手芸，工作など，いろいろな「手づくり」

本を紹介します。

あきいろのおはなしのじかん○

10月26日(水)，11月２日（水） 15:30～16:00

毎週水曜日の「おはなしのじかん」

の場所と内容を 変更して，児童庭園

で，読み聞かせやわらべうたなどのお

はなし会を行います。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時*ヒント*
※ 児童文化室は19時まで

ねずみが，にがてなどうぶつです。
日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

休館日。は，

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★

」。※ 10月26日(水)，11月２日(水)は「あきいろのおはなしのじかん

は，一般閲覧室新着図書の日（10月28日）。

は，児童文化室新着図書の日（10月23日）。

『ねずみじょうど』

（瀬田貞二/再話，丸木位里/画 福音館書
せ た てい じ さい わ まる き い り が ふくいんかんしよ

店）からのクイズです。
てん

おじいさんがあなの中に入ると，ねずみが
たくさんいました。ねずみたちは，「○○が
いなけりゃこのよはごくらく」とうたってい
ました。○○のなかにはいることばはなにで
しょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，１０月１４日（金）までに入れてください。
しつ はこ がつ にち きん い

正解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼント
せいかいしや ちゆうせん にん

を差し上げます。
さ あ

前回の答えは「あらしのよるに」でした。たくさんの御応
ぜんかい こた ご おう

募ありがとうございました。
ぼ

今回紹介していただいた宝本は，せな けいこ/さく・えの『ねないこだれだ』（福音館書店）です。
息子が「かあちゃん。読んで！読んで！」とよく私のところに持ってくる本

でした。
おばけが出てくる本に興味をもち，めくるたびに怖くなっていく話がお気に

入りになっていました。「よなかは おばけのじかん」「あそんでいるこども
は，おばけになってとんでいけ」というところでは，絵本をじっと見ておばけ
を想像しているようでした。大きくなっても懐かしく，今では息子が妹に読ん
であげています。

「他の図書館ではこんなに生の貴重資料を観るこ

とはできないよね。」８月19日（金）から10月14

日（金）まで当館で開催されていた貴重資料展の

会場で，利用者の男性から，このように話しかけ

られました。他にも食い入るようにガラスケース

を覗き込んだり，頷きながら展示パネルを御覧に

なっている方を見かけました。

さて，再来年の平成30年は明治維新150年でもあ

り，同年のＮＨＫの大河ドラマも「西郷どん」に
せ ご

決定しました。さらに，12月10日（土）に当館で

開催される平成28年度第２回県立図書館長講演会

の演題は「西郷隆盛と菊次郎」です。是非，館長

講演会に御参加いただき，明治維新150年周年や大

河ドラマの世界観を一足早く味わってみてくださ

い。


